
問
静
岡
県
が
進
め
て
い
る
し
ず
お
か
自

動
運
転
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
、
①
本
市
は
ど
の
よ
う
な
連

携
を
図
っ
て
い
く
の
か
。
②
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
連
携
し
た
新
た
な
公
共
交
通
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
市
長
／
①
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
都

市
部
や
過
疎
地
に
お
い
て
多
様
な
交
通
課

題
が
あ
る
中
、
自
動
運
転
が
そ
の
課
題
解

決
の
手
段
と
な
り
得
る
の
か
検
証
す
る
も

の
で
あ
る
。
県
が
平
成
三
十
一
年
度
に
実

証
実
験
を
行
う
際
に
は
、
本
市
が
平
成

三
十
年
度
に
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
試
験
運
行
を
行

っ
た
沼
津
駅
か
ら
沼
津
港
間
を
対
象
と
す

る
よ
う
要
請
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お

問
保
育
所
等
の
待
機
児
童
に
つ
い
て
、

①
現
状
と
課
題
は
。
②
具
体
的
な
対
応
は
。

答
市
長
／
①
保
育
所
等
に
お
け
る
待
機

児
童
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
時
点
で

十
一
名
で
あ
り
、
特
定
の
地
域
に
ニ
ー
ズ

が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
本
市
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
②
ニ
ー
ズ
が
集
中
し
て
い

る
地
域
に
対
し
、
保
育
所
等
の
整
備
を
促

進
す
る
な
ど
、
受
け
入
れ
人
数
の
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
入
所
可
能
な
施
設
の
情

報
提
供
や
丁
寧
な
相
談
対
応
に
よ
り
、
一
刻

も
早
い
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
に

つ
い
て
、
①
現
状
と
課
題
は
。
②
具
体
的

な
対
応
は
。

問
本
市
は
中
枢
中
核
都
市
と
し
て
選
定

さ
れ
た
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
市
長
／
本
市
は
、
活
力
あ
る
地
域
社

会
を
維
持
す
る
た
め
の
中
心
、
拠
点
で
あ

り
、
近
隣
市
町
を
含
め
た
地
域
社
会
の
経

済
、
生
活
を
支
え
、
東
京
圏
へ
の
人
口
流

出
を
抑
止
す
る
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
都
市
と
し
て
中
枢
中
核
都
市

に
選
定
さ
れ
た
。
現
在
、
国
に
お
い
て
中

枢
中
核
都
市
へ
の
支
援
策
等
が
検
討
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
動
向
に
留
意
し
つ
つ
、
中

枢
中
核
都
市
に
関
す
る
各
市
の
取
り
組
み

状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
や
研
究

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
定
住
人
口
確
保
の
た
め
の
考
え
は
。

問
第
四
次
沼
津
市
総
合
計
画
の
進
捗
状

況
に
対
す
る
認
識
は
。

答
市
長
／
平
成
二
十
九
年
度
末
時
点
に

お
い
て
、
後
期
推
進
計
画
に
掲
げ
る
主
要

七
十
事
業
の
う
ち
、
完
了
、
計
画
以
上
進

捗
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
の
進
捗
と
な
っ
た

事
業
は
全
体
の
四
分
の
三
の
五
十
二
事
業

で
あ
り
、
計
画
通
り
の
進
捗
が
図
ら
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
策
の

達
成
度
を
検
証
す
る
三
十
の
ま
ち
づ
く
り

指
標
の
う
ち
、
十
三
指
標
に
お
い
て
は
策

定
時
の
基
準
を
上
回
る
一
方
、
十
七
指
標

に
お
い
て
は
基
準
値
を
下
回
る
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
本
総
合
計
画
に
お
い
て
、
交

流
人
口
の
拡
大
な
ど
に
関
し
て
は
一
定
の

け
る
安
全
性
や
受
容
性
、
に
ぎ
わ
い
の
相

乗
効
果
を
検
証
す
る
な
ど
、
新
た
な
交
通

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
研
究
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
②
近
年
の
公
共
交

通
利
用
者
の
減
少
や
運
転
手
不
足
な
ど
の

課
題
に
対
応
し
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通

と
し
て
い
く
た
め
に
、
従
来
の
交
通
モ
ー

ド
だ
け
で
な
く
、
Ｅ
Ｖ
バ
ス
や
自
動
運
転

バ
ス
な
ど
の
新
た
な
技
術
に
つ
い
て
も
研

究
を
進
め
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
運
営

手
法
や
運
行
形
態
を
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
新
た

な
交
通
モ
ー
ド
の
効
果
を
検
証
す
る
試
験

運
行
の
実
施
や
先
進
事
例
の
研
究
な
ど
を

引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

答
市
長
／
①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待

機
児
童
が
特
定
の
小
学
校
に
お
い
て
発
生

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
小
学
校
に
は
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
増
設
の
た
め
の
余
裕
教
室

や
校
庭
等
の
敷
地
の
確
保
が
難
し
い
と
い

う
課
題
が
あ
る
。
②
平
成
三
十
一
年
度
に

お
い
て
は
、
原
小
学
校
の
敷
地
内
に
一
ク

ラ
ブ
四
十
名
分
を
、
門
池
小
学
校
は
校
舎

の
工
事
の
進
捗
を
踏
ま
え
校
舎
内
に
二
ク

ラ
ブ
八
十
名
分

を
増
設
す
る
こ

と
で
、
両
学
校

の
待
機
児
童
は

解
消
で
き
る
見

込
み
で
あ
る
。

答
市
長
／
本
市
に
移
住
し
て
住
宅
を
取

得
し
た
若
者
世
帯
へ
の
支
援
を
初
め
、
市

内
企
業
の
魅
力
発
信
な
ど
に
よ
る
若
者
の

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
の
推
進
や
、
起

業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
よ
り
、
若
い
世
代

を
呼
び
込
み
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

結
婚
を
希
望
す
る
人
に
対
す
る
出
会
い
の

支
援
を
初
め
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
、
教

育
に
お
け
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る
施
策
に
総
合

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
多
様
な
視
点

で
、
定
住
人
口
の
確
保
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

成
果
が
見
ら
れ
る
が
、
定
住
人
口
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
若
者
世
代
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
の
転
出
超
過
が
見
ら
れ
、
努
力
が
必
要

な
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
第
五
次
沼
津
市
総
合
計
画
の
策
定
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
市
長
／
第
四
次
沼
津
市
総
合
計
画
や

沼
津
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
お
け
る
現
時
点
で
の
評
価
や
指
標

の
到
達
度
を
分
析
、
調
査
し
た
上
で
、
本

市
の
強
み
や
弱
み
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、

ま
た
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
な
ど
の
社

会
経
済
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
十
年
間
を
見
据
え
た
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

梶
　
泰
久

渡
邉
　
博
夫

岩
崎
　
英
亮

片
岡
　
章
一

しずおか自動運転ＳｈｏｗＣＡＳＥ
プロジェクトとの連携は

保育所や放課後児童クラブの
待機児童対策は

定住人口確保に対する考えは

第４次沼津市総合計画の進捗状況は

一 般 質 問市政について問う！

改
革
ぬ
ま
づ

市
民
ク
ラ
ブ

志
政
会

公
明
党

▲放課後児童クラブの様子
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